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V262a Hilbert-Huang変換を用いた重力波データ解析手法の開発
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大型低温重力波望遠鏡KAGRAなどの重力波観測装置で重力波を検出するためには、雑音に埋もれた微少信号
を取り出す解析方法の開発が必要である。
Hilbert-Huang 変換（HHT）は、時系列データの解析手法の新しいアプローチであり、材料損傷検出や生体モ

ニタリングなどの分野において用いられている。また、フーリエ変換やウェーブレット変換などに比べ、高い周
波数分解能をもつことが知られている。
HHT解析では、まず、一種の high-pass filter を繰り返して適用する Empirical Mode Decomposition (EMD)

を行う。これにより時系列データからノイズを除去するとともにデータを複数の周波数帯域モード (IMF: Intrinsic
Mode Functions)に分解する。さらに、それぞれの IMFに対してHilbert変換を用いた Hilbert Spectral Analysis
(HSA) を行い、瞬時振幅や瞬時周波数の時間的変動を解析する。
本講演では、まず、超新星爆発やコンパクト連星合体から放出されるバースト的な重力波シグナルの探査での

HHT解析の有効性について議論する。
さらに、他の観測との相互フォローアップへの適用可能性についても議論をする。


